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リ リース ・ ノ ー ト

この リ リ ース ・ ノ ー ト は、 TG700 型フ ァ ームウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.1 および 4.0 で追

加 ・ 改善された機能や追加された信号フ ァ イルなど について説明した も のです。 ま

た、 TG700 型メ インフ レ ームおよびモジ ュ ールを使用する上での注意事項について

も説明しています。 製品を使用する前に、 必ずお読み く ださい。

フ ァームウ ェ ア ・ バージ ョ ン 4.1 で追加された機能

フ ァ ームウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.1 では、 次の機能が追加されています。

■ AGL7 型 ( シ リ アル番号 J320101 以降 ) に 48 kHz ワ ー ド ・ ク ロ ッ ク出力機能が

追加されています。

フ ァームウ ェ ア ・ バージ ョ ン 4.1 で改善された機能

フ ァ ームウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.1 では、 次の機能が改善されています。

■ HDVG7 型において、 オーデ ィ オ ・ サンプ リ ングの設定を Frame にしている場

合、 74.25 MHz と 74.25 MHz/1.001 のク ロ ッ ク を使用する フ ォ ーマ ッ ト の切替時

に、 エンベデ ッ ド ・ オーデ ィ オのコ ン ト ロ ール ・ パケ ッ ト の Audio Frame 値が

正し く 設定されない と い う不具合を修正し ま した。

■ オーデ ィ オ ・ レベルの設定のみを変更したプ リ セ ッ ト を呼び出した と き に、 変

更が正し く 反映されない と い う不具合を修正し ま した。
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リ リース ・ ノ ー ト
フ ァームウ ェ ア ・ バージ ョ ン 4.0 で追加された機能

フ ァ ームウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.0 では、 次の機能が追加されています。

■ TG700 型 ( シ リ アル番号 J32xxx 以降 ) のシステム・メモ リ が次のよ う に

拡張されています。

標準型 ： 16 MB → 32 MB

オプシ ョ ン FP 型 ： 32 MB → 64 MB

このメモ リ 拡張に よ り、 AWVG7 型用にプ リ インス ト ールされる

フ ォ ーマ ッ ト が大幅に追加されています。 また、 オプシ ョ ン FP 型で

は、 TG700 型メ インフ レ ームにダウンロ ー ド して使用でき る静止画の

数が増えています。

■ HDVG7 型で 720 50p フ ォ ーマ ッ ト がサポ ー ト されています。

■ SDP2000 (READER) が付属の CD-ROM の Signal Library フ ォ ルダに追加

されています。 このソ フ ト ウ ェアを使用する と、 テス ト 信号のパラ

メ ー タの確認を行う こ と ができ ます。 詳しい説明については、 Signal 
Library\Document フ ォ ルダ内にある TG700 V4_0 Signal Library(J).pdf フ ァ

イルを参照して く ださい。

注 ： シ リ アル番号 J32xxx 以降の TG700 型メ インフ レ ームには、 フ ァ ーム

ウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.0 以上が必要です。 以前のフ ァ ームウ ェア ・ バー

ジ ョ ン (1.0 ～ 3.5) に誤ってバー ジ ョ ン ・ ダウンする と、 動作不良にな り ま

す。 この状態からの復旧は、 お客様では行え ませんのでご注意 く ださい。

信号フ ァ イルの追加と修正

フ ァ ームウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.0 では、 次の信号が追加されています。

■ AWVG7 型

1080 23p、 1080 24p、 1080 25p、 1080 29p、 1080 30p、 1080 50i、 720 23p、

720 24p、 720 25p、 720 29p、 720 30p、 および 720 50p フ ォ ーマ ッ ト (GBR
と YPbPr) のテス ト 信号

■ AVG7 型

525Beta フ ォ ーマ ッ ト に、 525RT_NS.DNL を追加し ま した。 この DNL
フ ァ イルを使用する こ と に よ り、 100% Color Bars No Setup 信号と 75% 
Color Bars No Setup 信号を COLOR BAR ボタンに追加して使用する こ と

ができ ます。

■ ARIB STD-B28 規格 ARIB マルチフ ォ ーマ ッ ト ・ カ ラ ー ・ バー ・ ラ イブ

ラ リ と SMPTE RP219 HD/SD コ ンパチブル ・ カ ラ ー ・ バー ・ ラ イブラ

リ が付属の CD-ROM に追加されています。 これらの信号ラ イブラ リ に

含まれる DNL フ ァ イルを使用して、 すべての 1080 フ ォ ーマ ッ ト で

ARIB または SMPTE 規格のマルチフ ォ ーマ ッ ト ・ カ ラ ー ・バー信号を追

加する こ と ができ ます。
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フ ァ ームウ ェア ・ バー ジ ョ ン 4.0 では、 次の信号が修正されています。

■ HDVG7 型

Co-site Pulse (1080 25p)、 Equalizer Test (1080 23p、 1080 23sF、

1080 24sF)、 SDI Matrix (1080 23p、 1080 23sF、 1080 24sF)、
PLL Test (1080 23p、 1080 23sF)、 40% Flat Field (720 24p、 720 25p、 720 
30p、 720 50p、 720 60p)

自然画サンプルの追加

WaterfallおよびWater-Liliesの2種類の自然画が次のフ ォ ーマ ッ ト でCD-ROM
に追加されています。

■ AVG7 型

NTSC、 NTSC No Setup、 PAL、 525 Beta、 525 GBR、 525 YPbPr、
625 GBR、 625 YPbPr

■ AWVG7 型

1080/Interlace/GBR、 1080/Interlace/YPbPr、 720p/GBR、 720p/YPbPr

■ DVG7 型

525-270、 625-270

■ HDVG7 型

1080/Interlace、 1080/Progressive、 1080/Segmented Frame、 720p

追加された信号フ ァ イルを TG700 型にダウンロ ー ド する場合には、 付属の

フ ァ イル操作用ソ フ ト ウ ェア TG7 Comm を使用して く ださい。

AWVG7 型の自然画サンプル・フ ァ イル (.PIC およ び .BMP) は、ZIP フ ァ イル

形式で提供されますので、 ZIP ソ フ ト ウ ェア ・ ツールを使用して PIC フ ァ

イル形式または BMP フ ァ イル形式に変換して く ださい。

Waterfall Water-Lilies
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ビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ァ イルの追加

75% カ ラ ー ・ バー と 100% カ ラ ー ・ バーのビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ァ イルが、

DVG7 型の 525-270、 AWVG7 型の 1080、 および HDVG7 型 1080 の各フ ォ ー

マ ッ ト に追加されています。 これらのカ ラ ー ・ バーのビ ッ ト マ ッ プ ・ フ ァ

イルは、 Rise/Fall Time が調整されています。 ペイン ト ・ ツールを使用して

ロゴや画像をオーバレ イしたビ ッ ト マ ッ プを作成する場合の背景に使用す

る こ と ができ ます。

＊ ロゴや画像をオーバレ イする と き は、 大きな リ ンギングなどが発生しな

いよ う に、 ロゴやオーバレ イする画像をペイン ト ・ ツールのフ ィ ルタ機能

を使用して、 支障がない範囲でぼかして帯域制限する こ と が推奨されます。

0% セ ッ ト ア ッ プ ・ レベル ・ カ ラー ・ バー信号の出力

DVG7 型では、 525-143 フ ォ ーマ ッ ト のカ ラ ー ・ バー信号と して、 COLOR 
BAR ( カ ラ ー ・ バー ) と COLOR BAR No Setup ( 0% セ ッ ト ア ッ プ ・ レベル ・

カ ラ ー ・ バー ) の 2 種類の信号セ ッ ト がプ リ インス ト ールされています。

COLOR BAR No Setup 信号セ ッ ト を使用する場合は、 フ ロン ト ・ パネルの

COLOR BAR ボタンに COLOR BAR No Setup 信号を割り当てて く ださい。詳

しい手順については、 「DVG7 型 　 デジ タル ・ ビデオ ・ ゼネレ ー タ ・ ユー

ザ ・ マニュアル」 を参照して く ださい。

ARIB/SMPTE カ ラー ・ バー信号の出力

HDVG7 型では、 1080 59.94i フ ォ ーマ ッ ト のカ ラ ー ・ バー信号と して、

COLOR BAR ( カ ラ ー ・ バー )、 ARIB COLOR BAR ( ARIB カ ラ ー ・ バー )、
および SMPTE COLOR BAR (SMPTE カ ラ ー ・ バー ) の 3 種類の信号セ ッ ト

がプ リ インス ト ールされています。

ARIB COLOR BAR 信号セ ッ ト または SMPTE COLOR BAR信号セ ッ ト を使用

する場合は、 フ ロン ト ・ パネルの COLOR BAR ボタンに ARIB COLOR BAR
信号または SMPTE COLOR BAR 信号を割り当てて く ださい。 詳しい手順に

ついては、 「HDVG7 型 　 HDTV デジ タル ・ ビデオ ・ ゼネレ ー タ ・ ユーザ ・

マニュアル」 を参照して く ださい。
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使用上の注意事項

注 ： 本バージ ョ ンでは、 次の制限事項が確認されており ます。 ご使用の際

には、 ご注意ください。

TG7 Setup ソ フ ト ウ ェ ア使用時の注意点

■ リ モー ト ・ コ ン ト ロ ール と TG700 型本体のフ ロン ト ・ パネル操作を同

時に行う こ と はでき ません。

■ リ モー ト 設定に よ る タ イ ミ ングのク ロ ッ ク ・ デ ィ レ イ設定分解能は、

±1 ク ロ ッ ク と な り ます。

■ AGL7 型の Black2,3 の設定コマン ド を使用する場合、 フ レ ーム ・ リ セ ッ

ト  1 が 2.997Hz に設定されている状態で、 Black2 = HD sync (same as 
black3) と Black3 =BB (same as black2) のコマン ド を同時に送らないで く

ださい。 フ レ ーム ・ リ セ ッ ト  1 の状態が不安定にな り ます。 この場合

には、 Power On Default かプ リ セ ッ ト を呼び出して解除して く ださい。

■ AWVG7 型の 720 25p、 720 29p、 720 30p、 および 720 50p の YPbPr
フ ォ ーマ ッ ト は、 TG7 Setup から設定する こ と はでき ません。 また、 後

から追加された信号の一部はセ ッ ト ア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウに反映されず、

選択できないこ と があ り ます。

TG7 Comm ソ フ ト ウ ェ ア使用時の注意点

■ ユーザがダウンロ ー ド したフ ァ イルや信号フ ァ イル以外のフ ァ イルの

名称やフ ォ ルダ名は、 絶対に変更した り削除した り しないで く ださい。

システムに異常をおよぼす可能性があ り ます。

■ ダウンロ ー ド したユーザ ・ フ ァ イル ( 信号フ ァ イル、 シーケンス ・ フ ァ

イル、 プ リ セ ッ ト ・ フ ァ イルなど ) のフ ァ イル名は、 ダウンロ ー ド 後

に も変更する こ と ができ ますが、 変更結果を反映させるためには電源

の再投入が必要です。

出力信号の再設定時の注意点

フ ォ ーマ ッ ト の切り替え、 プ リ セ ッ ト の呼び出し、 信号ボタンの割り当て

などの信号デー タの再読み込み ・ 再設定が行われる動作を実行する と、 信

号出力の中断および同期シ ョ ッ クが発生し ます。

プ リ セ ッ ト 呼び出し時の注意点

HDTV フ ォ ーマ ッ ト で使用する内部ク ロ ッ ク設定に矛盾がある場合、 警告

メ ッ セー ジが表示されますが、 このメ ッ セー ジはプ リ セ ッ ト を呼び出した

場合には表示されません。

リ モー ト ・ コマン ド を使用し てユーザ ・ プログラムを作成する と

きの注意点

フ ォ ーマ ッ ト の切り替えやプ リ セ ッ ト の呼び出しなどの実行完了に時間が

必要なコマン ド を送った と き には、 動作の完了を待ってから次のコマン ド

を送って く ださい。
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AGL7 型で GEN ロ ッ ク ・ ソースを CW に設定し た後の注意点

AGL7 型で、 GEN ロ ッ ク ・ ソ ースを CW に設定した後、 フ レ ーム ・ リ セ ッ ト

の周期が変更される よ う な設定を行う と、 フ レ ーム ・ リ セ ッ ト が正し く 選

択されない場合があ り ます。 このよ う な場合には、 再度 CW のフ レ ーム ・

リ セ ッ ト 設定を行って く ださい。

信号およびフ レーム ・ ピ クチャ を フ ロン ト ・ パネル ・ ボタ ンに割

り当てる場合の注意点

■ ダウンロ ー ド した信号をフ ロン ト ・ パネル ・ ボタンに割り当てる場合、

フ ォ ーマ ッ ト の異なる信号を同じ ボタンに割り当てないで く ださい。

■ フ ロン ト ・ パネル ・ ボタンの割り当ては、 現在出力されている信号の

信号ボタンに対しては行わないで く ださい。 また、 “No Signal Set 
Assigned” と表示された状態では行わないで く ださい。 OTHER ボタンの

割り当ての変更を行な う場合は、 OTHER ボタン以外の信号を出力した

状態で行って く ださい。

ID テキス ト 編集時の注意点

入力したテキス ト の文末は、 空白文字を使用して削除する こ と ができ ます。

ただし、 ENTER ボタンを押して入力を確定した後、 も う一度文字の入力を

や り直す場合は、 いったん OVERLAY サブメニュ ー ( またはメ イン ・ メ

ニュ ー ) に移動し、 再度 ID TEXT サブメニュ ーに戻って く ださい。

HDVG7 型における 720p フ ォーマ ッ ト 信号のエンベデ ッ ド ・ オー

デ ィ オについて

720 50p、 59.94 p、 およ び 60p 以外のフ ォ ーマ ッ ト では、 エンベデ ッ ド ・

オーデ ィ オは UNCHECKED です。 このため、 エンベデ ッ ド ・ オーデ ィ オの

設定を行って も正常な出力が得られないこ と があ り ます。
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